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特集 : 最近話題の病害媒介虫の防除対策(2 ) 

微小害虫とウイルス病防除における除草の重要性
いけ だ ふ み たか

静岡 県病害虫防除所 池 田 ニ 三 高

は じ め に

近年， 施 設栽培の花や野菜 に お い て は ， 特 に ハ モ グ リ

パエ類， ア プ ラ ム シ類， ア ザ ミ ウ マ類， コ ナ ジ ラ ミ 類，

ノ、 ダニ類な ど の微小害虫 の発生が広域 に かつ周年に わ た

り 見 ら れ， 直接害が問題 と な る ほ か， 近年， そ れ ら の 中

の数種 は ベ ク タ ー と な っ て 新 し い ウ イ ル ス 病が発生す る

な ど， 防除対策上大 き な 問題 に な っ て い る 。 そ の発生の

主要因 と し て は， 薬剤の感受性低 下が共通 し て 見 ら れ る

ほ か， 周年栽培が行わ れて い る ， 栽培品 目 が多 い， 団 地

化 さ れ施 設棟 数が多 か っ た り施 設面積が大 き い こ と が あ

げ ら れ， こ れ ら の 要因が一つ で も あ れ ば， い ずれかの微

小害虫が難防除害虫 と な っ て い る こ と が多 い。 し か し ，

こ れ ら の諸要因 に 加 え て施 設周辺や施 設団 地一帯 の環境

条件， 特 に雑草の繁茂が微小害虫の周年発生や大発生 に

大 き く 関与 し て い る こ と があ る の で， 微小害虫 と ウ イ ル

ス 病防除 に お け る 除草の重要性 に つ い て 述べ る 。

I 施設栽培地帯に お ける雑草の種構成

静岡 県西部地方 で は古 く か ら施 設園芸 が発達 し ， キ

ク ， パ ラ ， ガ ー ベ ラ な ど の花， 温室 メ ロ ン， 中国 野菜等

の野菜 は周年栽培 さ れて い る が， 近年微小害虫の発生が

多 く ， そ の 中 の 数種類 は難 防除害虫であ り ， 生産 に 与 え

る 影響 も 大 き い。 そ こ で こ れ ら の微小害虫 の発生が， 施

設 と そ の周辺環境 と ど の よ う な 関連性が あ る の か， 花の

栽培 さ れて い る 地帯 と 温室 メ ロ ン の栽培地帯 に お い て ，

1995 年 8 月 ， 1996 年 2 月 に 調査 を行 っ た 。

調査 は， 農耕地 と 住宅 地が混在 し て い る 地帯 で花 き 類

の栽培が盛 ん な 浜松市館 山寺 町 に お い て ， 2�5棟 の ガ

ーベ ラ ハ ウ ス を所 有 し て い る 農家 を 10 戸選び， ハ ウ ス

周 辺 に 生育 し て い る 雑草の種類， 出現頻度， 地面 を占有

し て い る 面積率， 害虫の種類 と 個体数等 を 調査 し た 。 ま

た ， 磐 田市 に お い て同 様 な環境下 で， 4�7 棟 の メロ ン

温室 を所 有 し て い る 農家 を 10 戸選び， 浜松市 と 同様 の

調査 を行っ た 。 選定基準 と し て は ， 施 設周辺の除草 を完

全に徹底 し て い る 農家 と 放任 し て い る 農家 は 除外 し た 。
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( キ ー ワー ド : 除草， 害虫 ， ウ イ ルス 病， 防 除対策)

そ の 結果， 浜松市 の ガ ー ベ ラ ハ ウ ス の 周 辺 で は ， 28 

科 87 種， 磐 田 市 の メ ロ ン 温室 の 周 辺 で は 28 科 80 種 の

雑草が認め ら れ， と も に ， 種類 は ほ ぽ共通 し た (表略) 。

優占 種 は， 夏季 で は ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ， コ セ ン ダ ン グ

サ， セ イ タ カ ア ワ ダチ ソ ウ ， 冬季で は ， ヒ メ ム カ シ ヨ モ

ギ， セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ ， オ ニ タ ビ ラ コ ， ホ ト ケ ノ

ザ， オ オ イヌ ノ フ グ リ ， ス ズ メ ノ カ タ ピ ラ な ど で あ り ，

こ れ ら の雑草 は 浜松市， 磐 田市 の 2 地 区 と も す べ て の調

査地で認 め ら れ た 。 こ の よ う に ， 雑草 の 種類 や優 占 種

は， 地域 や作物 に よ る 違 い は 見 ら れず施設園芸 地帯 で は

ほぼ 共通 し て い る と 推察 さ れた 。

ガーベ ラ ， 温室 メ ロ ン の施設 周 辺の雑草の種類 は ほぼ

同一 であ っ た が， そ れ ら の繁茂の状況 は 異 な っ た 。 ヨ モ

ギの よ う に草丈 が伸 び る 種類， シ ロ ツ メ ク サ の よ う に ほ

ふ く す る 種類では， 一概 に は繁茂の状況 は 異 な る が， こ

こ で は枠 内 に 出現 した 雑草の種構 成， 出現頻度， 地面 を

占有 し て い る 比率 を求 め た 。

そ の 結果， 表- 1 に 示 す よ う に ， ガ ー ベ ラ の ハ ウ ス 周

表- 1 施設 周辺の雑草の 出現頻度 と 占有面 積率 ( 1995-
96 年， 浜松市， 磐田市)

ガ ー ベ ラ 温室 メ ロ ン

出現 占 有 出現 占 有
雑草の種類

頻度 面 積率 ( % ) 頻度 面 積率 ( %)

夏 冬 夏 朱 夏 冬 夏 朱

コ セ ン ダ ン グサ 10 o 22 . 0  。 6 。 4 . 6  。
セイ タ カ ア ワ ダチ ソ ウ 1 0  1 0  15 . 7  l . 8  2 2 2 . 9 0 . 5  
ヒメ ム カ シヨモ ギ 10 10 13 . 8  5 . 7  1 0  10 9 . 5  5 . 7  

ヨモ ギ 9 9 3 . 5  l . 5  9 9 2 . 6  l . 0 

セ イヨウ タ ン ポ ポ 9 9 0 . 5  0 . 8  9 9 0 . 7  0 . 5  

オニ タ ビ ラ コ o 10 。 1 . 2 o 10  。 0 . 2  
シ ロ ツメタサ 2 3 l . 7  l . 5  。 3 。 l . 2 

ホ ト ケノ ザ o 10  。 5 . 5  o 10 。 4 . 5  
オ オ イ ヌノ ア グ リ o 10  。 3 . 2  o 10 。 4 . 2  
チガヤ 3 。 2. 6 l . 2  l 。 0 . 6 0 . 2 
スズメノ カ タ ピ ラ o 10  。 9 . 5  o 10 。 6 . 6  

その他 10 10 8 . 9  14 . 3  1 0  10 4 . 8  0 . 6  
4口" 計- 68 . 7  47 . 2  25 . 7  25 . 2  

出現頻度 : 10 農家中該 当種が 1 株以上出現 し た 農家数.
占有面 積率 : ハ ウ ス ま た は 温室 周 辺で. l m X l m の枠調査 を 10

回行い ， 植物の種 ご と に 出現 し た 面 積 を 占有面積 と し て % で 示
し た. 10 農家 の 平均 で表 し た .
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辺の地面 は 平均 し て 夏季 で は 68. 7%， 冬季 で も 47 . 2%

雑草で占 め ら れて い た 。 一方， メ ロ ン の温室周 辺では夏

季 25.7%， 冬季 25.2%で あ っ た 。 こ の 違 い は ， 温室 メ

ロ ン栽培農家 で は ， 以前か ら 微小昆虫や ウ イ ル ス 病対策

と し て ， 温室周辺 は 除草剤 に よ る 除草が比較 的 よ く 行わ

れて い る 結果 と 思わ れ る 。

ガ ーベ ラ ハ ウ ス 周辺では， 夏季 に は コ セ ン ダ ン グサ，

セ イ タ カ ア ワ ダチ ソ ウ ， ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ の 3 種が雑草

が占 有 し て い る 面積 の 75%， 冬季 で も セ イ タ カ ア ワ ダ

チ ソ ウ ， ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ， ホ ト ケ ノ ザ， オ オ イヌ ノア

グ リ ， ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ が約54% を占 め ， 単純化 さ れ

た 植物相であ る 。 そ し て ， こ れ ら の優占 種 は ， ホ ト ケ ノ

ザ と ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ を 除 け ばす べ て が帰 化植物 で あ

り ， 夏季 に施 設周辺で見 ら れ る 雑草 は ， ほ と ん どが帰 化

植物か ら構 成 さ れて い る の が現状であ る 。 こ れ は， 農耕

地 と 住宅 地が混在 し て い る 地帯の大 き な特徴 で は な い か

と思 わ れ， 今後 こ の傾向 は進展す る と思 わ れ る 。

E 雑草に発生する微小害虫

ガ ー ベ ラ のハ ウ ス 周 辺， メ ロ ン温室 の周辺で 8 月 と 2

月 に 見 ら れ た 微小害虫 は ， 表 2 の 9 種 で あ っ た 。 種類

は ほ ぽ共通 し た が， 種 に よ り 発生戸数 は 異 な っ た 。 つ ま

り ， ア ザ ミ ウ マ類 に 見 ら れ る よ う に ， ガ ー ベ ラ の主要害

虫 の ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ は， そ の周辺の雑草で も 多

い結果 と な り ， 害虫の種類や発生量 は， 作物 と 雑草の関

連性が強 い こ と が示唆 さ れた 。

こ こ で は， ガ ーベラ と 温室 メ ロ ン の そ れぞれの 主要害

虫が， 施 設内 と そ の周辺雑草 と ど の よ う に 関連性が あ る

か を述べ る 。

1 ガー ベ ラ の主要害虫 と雑草 に お け る 発生

ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ は ， 花粉や葉で増殖が可能の

た め， 花や果菜 な ど多 く の農作物 に被害 を与 え て い る と

と も に ， 多 く の 雑草 に も 寄生 す る こ と が知 ら れで い る

(片山 ら ， 1996) 。 ま た ， 低 温 に 強 く ， 静岡県の平地で は

冬季で も 野外の雑草や キ ク な ど の農作物 に お い て 発育各

態が見 ら れ， 越冬 が可能 で あ る (片 山 ら ， 1996) 。 こ の

た め， 浜松市西部地 区 の ガ ー ベ ラ や キ ク の 栽培地帯 で

は， 発生当 初 の 1993 年か ら ， 関係機関 が連携 し て国 の

難防除対策事業 を 実施 し ， 冬季 に は キ ク の切 り 花後の株

の抜根 ， 親株への薬剤散布， 施 設周 辺 の 除草剤散布 を 行

い， 総合 し て 防除対策 を講 じ る こ と に よ り ， 栽培地域全

体の越冬 量 を抑 え込んでい る 。

マ メ ハ モ グ リ パ エ は， 日 本 で は 1990 年 か ら 浜松市 で

初発生が確認 さ れ， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ と 同様 に

12 科 50 種以上 の花， 野菜， 雑草 に 寄生 す る こ と が知 ら

れて い る (西東， 1997) 。 こ の う ち ， 雑 草 の コ セ ンダ ン

グ サ は ， 野外の優占 種であ る と と も に 本種の好適 な 寄主

植物で も あ る の で， 施 設外 に 飛散 し た マ メ ハ モ グ リ パエ

に と っ て は増殖 に 有利 な条件 と な っ て い る が， 冬季 に は

枯れ る 一年生雑草 の ため ， 本種の越冬 植物 に は な ら な

い。 今回の調査で は ， 冬季， ノ ボ ロ ギ ク な ど の雑草か ら

も 卵や幼虫 を確認で き な か っ た 。 マ メ ハ モ グ リ パエ は，

非休眠性の 昆虫であ り ， 嫡 は低 温 に 非常 に 強 い こ と (西

東， 1995 a) ， ま た ， 2 月 ま で は 野 外 で も 幼 虫 や 踊 が確

認で き た こ と か ら ， 越冬 は嫡で行わ れ る 可能性が高 い と

し て い る が (西東， 1997) ， 越冬 の 生態 に つ い て は ， な

お詳 し い調査が残 さ れ て い る 。

マ メ ハ モ グ リ パエ も 薬剤 に対 し て 著 し く 感受性が低 下

し (西東 ら ， 1992) ， 薬剤 の み の 防除 で は 防除 は 極 め て

難 し い の が現状で あ り ， 施 設周辺の 除草対策 を 含 め た 防

除対策が必要 と な っ て い る (西東， 1997) 。

1995 年 に ガ ー ベ ラ の マ メ ハ モ グ リ パ エ 対策 と し て ，

ハ ウ ス 周辺が除草剤散布 に よ り裸 地状態のハ ウ ス と ， 除

草対策が放棄 さ れ， 本種の幼虫 の好適 な 寄主 植物であ る

コ セ ン ダ ン グサ と ， セ イ タ カ ア ワ ダチ ソ ウ が優占 種の雑

草地 に隣 接 し た ハ ウ ス に お い て ， 防除対策 を 検討 し た

(表一3) 0 2 ハ ウ ス に お い て ， 同一 日 に 同一薬剤 を 定期 的

に 散布 し た と こ ろ ， 周 辺 が裸 地 の ハ ウ ス で は 薬 剤散布

50 日 後 に 完 全 に 防 除 が で き た 。 し か し ， マ メ ハ モ グ リ

パエ の発生の 多 い雑 草地が隣 接 し た ハ ウ ス で は， 完全 に

抑 え る こ と は で き な か っ た 。

こ の よ う に ， マ メ ハ モ グ リ パエ で も ハ ウ ス 内 と 周辺雑

表-2 施設 周辺の雑草で発生が認め ら れた 微小害虫 と 農家数 0995�96 年， 浜松市， 磐田市)

施 設 名
ワ タ ア プ ラ オ ン シ ツ シルバーリー ナ モ グ リ パ マメ ハ モ グ ミカンキ イ ロ ミナミキイロ ヒ ラズ ハ ナ カ ン ザ ワ ハ
ム シ コ ナ ジ ラ ミ アコナジラミ 1ニ リ パエ ア ザ ミ ウ マ ア ザ ミ ウ マ ア ザ ミ ウ マ ダニ

ガ ー ベ ラ の 10 。 7 。 10 10 5 10 10 
ハウ ス 10 10 。 7 。 8 。 2 10 

温室メ ロ ン 10 。 7 。 10 4 10 8 10 
の ガ ラ ス 室 1 0  1 0  2 6 。 。 。 2 10 

調査農家数 は 各 10 戸 ， 上段は 夏季 ， 下段は冬季.
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表 - 3 ハ ウ ス 内外におけ る マメ ハ モ グ リ パエ の発生 消 長 0995 年， 浜松市)

ハ ウ ス
調査項 目

の 区別 8 月 9 月
13� 1 9  20�26 27�2 

ハ ウ ス 内誘殺数 A 35 . 7  2 1 . 0  6 . 7  
B 16 . 7  7 . 5  3 . 0  

ハ ウ ス 外誘殺数 A 18 . 0  1 7 . 7  25 . 7  
B 1 . 3  2 . 3  2 . 7  

寄生幼虫数 A 149 . 7  105 . 7  28 . 8  
B I 1 10 . 3  34 . 6  18 . 8  

調 査 月 日

10 月
3�9 10�16 17�23 24�30 1�7 8�14 

4 . 7  8 . 0  0 . 7  1 . 7  0 . 7  1 . 7  
2. 7 0 . 7  1 . 0  0 . 7  。 。
3 . 3  8 . 7  2 . 7  1 . 7  1 . 0  2 . 7  
。 0 . 3  0 . 3  0 . 3  。 。

15 . 9  10 . 3  4 . 7  3 . 8  4 . 0  1 . 8  
2 . 8  1 . 9 1 . 7  0 . 7  。 。

A : 周 聞 に雑草の あ る ハ ウ ス . B : 周 囲が棟地のハ ウ ス ， 誘殺数は， 黄色板 ( ホ リ バ ー> 1 枚当 た り の
誘殺成虫数， 寄生幼虫数は， その期間の最終 日 に調査 し， ガ ー ベ ラ 1 m2 当 た り の 寄生数， カ Jレ ホ ス 乳
剤散布 日 : 19/VlD. 2/IX. 16/IX. カ ス ケ ー ド 乳剤散布 日 : 26/VlD. 9/IX. 30/IX. 

草の往 来が示唆 さ れ， ハ ウ ス 周 辺 の 除草が防除対策上極

め て 重要 と考 え ら れ る 。

2 温室メ ロ ン の主要害虫と雑草 に お け る 発生

静岡県 の西部地 区 の メ ロ ン温室周 辺 に お い て は， 冬季

は ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ， セ イ タ カ ア ワ ダチ ソ ウ ， ヨ モ ギ，

セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ， シ ロ ツ メ ク サ， オ オ イヌ ノ フグ リ ，

ホ ト ケ ノ ザ， ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ な ど が 主 要 な 雑 草 で あ

る 。 そ こ で， 周 年栽培の温室 メ ロ ン に お い て ， そ れぞれ

の主要害虫が暖候期の 間多発生 し て 問題 と な る 農家 を選

ぴ， 冬季 に周辺雑草 に お け る ， 害虫の発生量 と 発生推移

を調査 し た 。

ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ と オ ニ タ ビ ラ コ が優 占種 と な っ て い

る 農家 で は カ ン ザ ワ ハ ダニ ， オ オ イヌ ノアグ リ と ホ ト ケ

ノ ザが優 占種 と な っ て い る 農家 で は ワ タ ア プ ラ ム シ ， セ

イ タ カ ア ワ ダチ ソ ウ が優 占種 とな っ て い る 農家 で は オ ン

シ ツ コ ナ ジ ラ ミ と タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ の 寄生量 を 調査 し ，

そ の植物が地面 を 1 m2 占 有 し て 繁茂 し た こ と を仮 定 し

て 1 m2 当 た り の害虫の推定個体数 を求 め た (表-4) 。

そ の結果， メ ロ ン温室周 辺 で は優 占種であ る 越冬 雑草

に お い て ， メ ロ ン の主要害虫が越冬 し ， そ れ ら が春以降

温室 内へ移動 し ， そ の後の発生原因 に な っ て い る と考 え

ら れ る 。 特 に ， カ ン ザ ワ ハ ダニ は ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ や オ ニ

タ ビ ラ コ で越冬 量が多 く ， 春季， 植物体の生育 と と も に増

加 し メ ロ ン温室へ侵入す る こ と が示唆 さ れた 。 な お ， と

き ど き メ ロ ン に お い て 発生の認め ら れ る ナ ミ ハ ダニ は，

夏季， 冬季 を通 じ雑草か ら は 確認で き な か っ た の で， 今

後発生源植物 を さ ら に 究明す る こ と が必要であ る 。

ワ タ ア プ ラ ム シ は 多 く の植物で発生 し ， 種々 のバイ オ

タ イ プが あ り (稲泉 ， 1981 ) ， 雑草で発 生 し た ワ タ ア ブ

ラ ム シ の す べ て が， メ ロ ン に 寄生 し増殖 を す る こ と は な

い。 し か し ， オ オ イヌ ノ フ グ リ で越冬 し た 個体 の一 部

は， 春先， メ ロ ン な ど の ウ リ 科植物 に 飛来 し て 増殖 す る

表 - 4 主要害虫の 1 m2 当 た り の 推定個体数 0995�96 年，
磐田市)

調 査 月 日
害虫の種類

12/7 2/5 3/22 4/28 5/21 

カ ン ザ ワ ハ ダニ A 38 22 58 788 1 ， 864 
ワ タ ア プ ラ ム シ A. N 22 28 1 ， 233 334 45 
オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ L 822 632 612  54  。
タ ノ f コ コ ナ ジ ラ ミ L 355 55 53 43 。

害虫 と 調査雑草 カ ン ザ ワ ハ ダニ ( ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ， オ ニ タ ピ
ラ コ >. ワ タ アブ ラ ム シ ( オ オ イ ヌノ フ グ リ ， ホ ト ケノ ザ >. コ ナ
ジ ラ ミ 類 ( セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ ， ヒ メ ム カ シ ヨ モ ギ， オ オ イ ヌ

ノブ グ リ ， ホ ト ケノ ザ >. 調査温室団 地 は 害虫 の 種類 ごと に異な る .

(西東， 1989) 。 さ ら に ホ ト ケ ノ ザの越冬 個体の一 部 も メ

ロ ン に 寄 生 す る こ と が 示唆 さ れ て い る (西 東， 1995 

b ) 。 ま た ， こ れ ら 2 種 の 雑 草 は ， メ ロ ン 温 室 周 辺 の優

占種であ る た め ， ワ タ ア ブ ラ ム シ の 防除対策上， 重要な

越冬 雑草 と い え よ う 。

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ は， 近年， 有効薬剤の普及 に

よ り ， メ ロ ンに お い て も 発生 そ の も の が少 数 で あ る た

め， 今回の調査で も 雑草での発生 は 確認で き な か っ た 。

し か し， 多発生時の 調査 に お い て は ， 春 か ら 12 月 ま で

野外の多 く の雑草で発生が見 ら れ， テ リ ミ ノ イヌ ホ オ ズ

キ ， ヨ モ ギ， ア オ ビユ な ど に お け る 発生が多 い と さ れ て

い る (池 田 ら ， 1984) 。 し か し ， 本種 は低 温 に は 弱 い の

で， 静岡県では野外 に お い て は ， 越冬 は で き な い と さ れ

て い る (池田 ら ， 1984 ; 河本 ら ， 1984) 。

オ ン シ ツ コナ ジ ラ ミ は， 各種の雑草で幼虫越冬 が可能

で あ る が， タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ は低 温 に 弱 し こ れ ま で

に， 岐阜 (青 木 ら ， 1955) や 四 国 ( 岡 田 ら ， 1996 ) で は

野外での越冬 は で き な い と い う 報告 が あ る 。 今回 の調査

では， ご く 少数 な が ら メ ロ ン温室周辺で は幼虫の越冬 が

確認 さ れた 。

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ も タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ も ， 低 温
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に 弱 い こ と か ら ， 野外での越冬 は で き な い か あ る い は ご

く 少数の た め ， 冬季の除草は直接の防除効果 を期待で き

な い が， 4 月 以降， 施 設か ら 野外 に逃亡 し た 個体 は， 越

冬 雑草上で直 ち に増殖 が可能の た め ， 越冬 雑草の 除草 は

防除対策上必要 と な っ て く る 。

皿 微小昆虫とウイルスのベクターとの関連

こ れ ま で， 施 設 栽 培 作 物 で も ， 重 要 な 病 害 で あ る

CMV の防除対策 と し て ， 古 く か ら ベ ク タ ー で あ る ア ブ

ラ ム シ の 防除 は 重要 と さ れ， 農業技術指導者 は， 施 設周

辺では同ー の ウ イ ル ス が発病す る 作物の栽培は行わ な い

よ う 指導 し て き て い る が， 施 設周辺の雑草の除草対策 は

不十 分であ っ た 。

一方， ピ ー マ ン や ス イ カ で問題 と な っ て い た ア ザ ミ ウ

マ 類 に よ るTospovirus の発生が各地で見 ら れ る よ う に

な っ て い る 。 静岡 県 で も ， 1994 年か ら キ ク と ガ ー ベ ラ

に TS W V に よ る 黄 化 え そ 病 が発生 し て い る (加藤，

1995， 1996 ) 。 ま た ， 1992 年 に 静岡 県 の 温室 メ ロ ン で発

生 し た MS W V は ， 従 来の タ イ プ と は異 な る 新 し い ウ イ

ル ス で あ っ た (加藤， 1994， 1996 )  0 To.者povirus の ベ ク

タ ー は， ア ザ ミ ウ マ類であ る が， 作物 に よ り 種類 は 異 な

る 。 近 年の発生 を見 る と ， 在来種 よ り 増殖力 の高 い侵入

種の ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ま た は ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ

ウ マ ， あ る い は両種の発生 に よ る こ と が多 い と考 え ら れ

る 。 特 に ， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ は， 広食性であ る こ

と ， 休眠性が な い こ と ， 低 混に 強 く 野外で越冬 が可能 な

こ と ， 薬剤 に 対 す る 感受性が低 下 し て い る (片 山 ・ 池

田， 1995: 片 山， 1997) な ど， 防除 は難 し く い わ ゆ る 難

防除害虫 であ り ， 侵入地では作物お よ び雑草で恒常的な

発生 と な っ て い る 。 こ の た め ， To.ゆovirus の発生 は，

今後培 加す る も の と恩 わ れ， 除草 を 含 め た 総合的な防除

が必要であ る 。

ま た ， タ ノT コ コ ナ ジ ラ ミ (Bemisi a tab aci ) に よ る ト

マ ト の黄化萎縮 病， サ ツ マ イ モ 葉巻病， タ バ コ 巻葉病，

オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ に よ る キ ュ ウ リ 黄化病 は， と も に古

く か ら 発生 し て い る が， 主要病害 に は な らず ， 局地的 な

発生 に と ど ま っ て い る 。 し か し ， 1996 年 に 静 岡 県 の ト

マ ト で発生 し た ウ イ ル ス 病 は ， 新た な ジ ェ ミ ニ ウ イ ル ス

属 の TY LCV で あ り ， シ ル バ ー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ

(Bemisi a  argent扮lii ) がベ ク タ ー で あ る (加藤， 未 発

表) 。 わ が国 に お 砂 る シ ルバ ー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ の 分布

は広 く ， 増殖カ も 大 き く ， 広食性であ る こ と か ら ， 今後

ト マ ト に お付 る TY LCV の発生 は増加す る も の と 思 わ

れ る 。 施 設周辺の雑草 に お け る 調査 と そ れ に 基づ く 調査

が必要であ る 。

W ウイルス病の防除対策と雑草との関連

従 来 ウ イ ル ス の ベ ク タ ー と し て ア プ ラ ム シ類が重要で

あ っ た が， こ れ に加 え て近 年， ス リ ッ プス 類， コ ナ ジ ラ

ミ 類が新た なベ ク タ ー と し て 登場 し て き た 。 こ れ ら のベ

ク タ ー は いず れ も 広食性で あ り ， 雑草 に お け る 発生 も 確

認 さ れて い る が， ウ イ ル ス そ の も の の雑草 に お け る 感染

発病 の 調 査研究例 は 少 な い。 加藤 は， 1996 年 に は， キ

ク ， ガ ー ベ ラ の TS W V 発生地 に お い て ， 31 科 82 種 の

革 本， 木本 に お け る TS W V の感染 ・ 発病 を 調査 し ， コ

セ ン ダ ン グサ， セ イ タ カ ア ワ ダチ ソ ウ ， セ イ ヨ ウ タ ン ポ

ポ， ギ シ ギ シ ， ク サ ギ を リ ス ト ア ッ プ し ， 特 に ， コ セ ン

ダ ン グサ や ギ シ ギ シ では検出の確率が高 い こ と を 明 ら か

に し て い る 。 し か し， ト マ ト の TY LCV の 発生地 の 主

要雑草類か ら は， こ れ ま で に感染 ・ 発病 を 確認 し て い な

いが， 今後発見の 可能性 は あ る と考 え ら れ る (加藤， 未

発表) 。

ス リ ッ プス や コ ナ ジ ラ ミ 等 の微小昆 虫 は ， そ れ 自 体が

直接大 き な被害 を 与 え ， 防 除 の 難 し い 難 防 除 害 虫 で あ

る 。 こ れ ら の 防除対策 は， 本質的 に は作物 ご と の経済 的

被害許容水準 ま での 密度抑制 で よ い が， 一度， ウ イ ル ス

の発生が あ っ た 場合， 根絶 防除が必要 と な っ て く る 。 こ

れ ら の害虫 の 多 く は薬剤 に 対 し て感受性が低 下 し ， 薬剤

散布の み で は板絶 は難 し い。 ま た ， 近年， 各種の 生物的

防除法が検討 さ れ て い る が， 理論 的 に も 生物的防除法で

は， 根絶 は望 め な い。 こ う し た こ と か ら ， 薬剤防除法 を

主体 に ， 他の あ ら ゆ る 防除技術 を総合 し た 防除法が必要

であ る 。 特 に ， 施 設内の作物お よ び施 設外の雑草 を 含 め

て ， ウ イ ル ス の生活 環， 害虫の生活 環全体の 防除対策が

必要 と な る 。 そ の た め に ， 野外の害虫 そ の も の の発生源

と な る 雑草， ウ イ ル ス に感染 ・ 発病 し や す い雑草の把握

と 除草対策 は， 非常 に 重 要 な 防除法 と考 え ら れ る 。

お わ り に

農耕地 と 住宅 地が混在 し て い る 地帯 に お い て ， 施 設周

辺の雑草 を 調査 し た と こ ろ ， 優占 種 は ， 主 に帰 化植物か

ら構 成 さ れて い る こ と が明 ら か と な っ た 。 ま た ， 近 年，

特に施 設栽培作物 に お い て 難防除 と な っ て い る 害虫 は ，

微小害虫が多 く ， そ の う ち マ メ ハ モ グ リ パエ， ミ ナ ミ キ

イ ロ ア ザ ミ ウ マ ， ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ， オ ン シ ツ コ

ナ ジ ラ ミ ， シ ルバー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ は い ずれ も 侵入害

虫であ り ， こ れ ら は施 設周辺の雑草 に お い て も周 年発生

を し て い る 。 こ の 中 の 数 種 は ベ ク タ ー と な り ，

Tospovirus や ジ ェ ミ ニ ウ イ ル ス な ど の 新 た な ウ イ ル ス

病 を 発生 さ せ， 雑草での発生 も 確認 さ れて い る 。 一度 そ
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の地域 に 発生が あ っ た場合， 恒常的 に 発生す る こ と が予

想 さ れ る 。 こ れ ら の病害虫 を 完全 に 防除す る た め に は，

病害虫 と 雑草 と の関連性 も十 分 に 調査研究 し ， 農作物以

外 に も 周 辺の雑草 を も 含 め た 広域 の 防除対策が， 今後 ま

す ま す必要 に な る と 考 え ら れ る 。
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セ ン タ ー を設置 し た (農業試， 園芸 試， 畜産試， 蚕 業
試等 の統合等) 。
病害虫関係 は ， 生産環境 部 の 環境 保全研究室 (0197-
68-4422) ， 病害虫研究室 (0197-68-4424) が該 当 す る 。
干 024 岩手県北上市成田 20-1

TEL 0197-68-2331 
社団 法人 岐阜 県植物防疫協会 は 3 月 10日 よ り 事務所

を下記 へ移転 し た 。
干 501-61 岐阜 市次 木 348-1 県農業共済 会館 内 2 F

TEL 058-270-0089 (直通) FAX 058-270-0088 

本会発行のシリーズ図書:植物保護ライブラリー
各冊 B 6版 定価 1， 326円 (本体価格 1， 263 円 )

「イ ネ い も ち 病を探るJ - 研究室か ら 現場 ま でー

「作物の病気を防ぐくすりの話」

「虫たちと不思議な匂いの世界」

小野小三郎 著 送料 240 円

口 絵 カ ラ ー 2頁 本文 174頁

上杉 康彦 箸

本文 121頁 送料 240 円

玉 木 佳男 著
本文 187頁 送料 240 円

「日本ローカル昆虫記J -虫の心・人の心一 23 222 著
送料 310 円

「ミクロの世界に魅せられてJ-植物病原細菌の虚像と実像ー ZT 222 著
送料 310 円

お申 し込み は ， 直 接本会 出版情報 グルー プに申 し込むか、 お近 く の書庖 で取 り 寄せ て 下 さ い

社団 法人日 本植物防疫協会 干 170 東京都豊島 区駒 込 1-43-1 1 TEL : (03) 3944-1561 FAX : (03) 3944-2103 
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